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14
日
か
ら
は
﹆小
泊・

下
前
地
区
が
開
会
﹆
海

上
パ
レ
ー
ド
﹆
ね
ぶ
た

運
行
﹆
太
刀
振
り
﹆
流

し
踊
り
﹆
船
こ
ぎ
レ
ー

ス
﹆
海
上
相
撲
﹆
カ
ラ

オ
ケ
大
会
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
15
日
の
下
前
地
区
で

は
﹆
こ
ど
も
園
こ
ど
ま

り
の
遊
戯
が
会
場
を
湧

か
せ
ま
し
た
。
抽
選
会

で
は
﹆
豪
華
賞
品
の
番

に
な
る
と
﹆
み
な
さ
ん

自
分
の
番
号
が
呼
ば
れ

る
よ
う
に
と
願
っ
て
い

ま
し
た
。

　
ど
の
会
場
も
帰
省
し

た
家
族
連
れ
な
ど
多
く

の
来
場
者
が
集
ま
り
﹆

に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。

　
今
年
の
﹁
な
か
ど
ま
り
ま
つ
り
﹂

中
里
地
区
は
﹆
台
風
の
影
響
で
雨
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
﹆
２
日
間
と
も

天
気
に
恵
ま
れ
た
中
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
初
日
の
﹆
伝
統
の
な
に

も
さ
さ
流
し
踊
り
﹆
ね
ぶ
た
運
行
は

例
年
以
上
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
﹁
よ
さ
こ
い
中
里
﹂
で

は
﹆
６
チ
ー
ム
が
参
加
。
地
元
チ
ー

ム
と
大
学
生
チ
ー
ム
の
気
迫
の
こ
も

っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
﹆
観
客
た

ち
は
魅
了
さ
れ
﹆
大
き
な
拍
手
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火
に
は
大
き
な

歓
声
が
あ
が
り
﹆
２
日
間
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

なかどまりまつり2017 ■8月10～11日　中里地区
■8月14～15日　小泊下前地区
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「
若
い
芽
を
健
や
か
に
伸
ば
そ
う
」
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
﹆
７
月
㆓⓹
日
㈫
・
㆓⓺
日
㈬
の
２
日
間
﹆
町
運
動
公
園
内
の

野
球
場
で
﹆
第
㆒叅
回
中
泊
町
健
や
か
少
年
野
球
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
﹆
小
学
校
の
部
３
チ
ー
ム︵
Ｎ
Ｓ
ゴ

ー
ル
ド
ス
タ
ー
ズ
﹆
武
田
ク
ラ
ブ
﹆
金
木
ク
ラ
ブ
︶﹆
中
学

校
の
部
３
チ
ー
ム︵
中
里
中
﹆
小
泊
中
・
市
浦
中
﹆
金
木
中
︶

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
小
学
校
の
部
が
行
わ
れ
﹆
晴
天
の
下
﹆
３
チ
ー
ム

に
よ
る
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
応
援
席
か
ら

は
保
護
者
の
声
や
太
鼓
の
音
が
聞
こ
え
﹆
選
手
た
ち
は
そ
れ

に
応
え
る
よ
う
に
試
合
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
中
学
生
の
部
が
３
チ
ー
ム
の
総
当
た
り
で
行
わ

れ
﹆
選
手
た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
﹆
フ
ァ
イ

ン
プ
レ
ー
も
出
る
な
ど
試
合
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
小
学
校
の
部

　
優　
勝
…
金
木
ク
ラ
ブ

　
準
優
勝
…
武
田
ク
ラ
ブ

　
最
優
秀
選
手
賞
…
中
野
紘
和（
金
木
ク
ラ
ブ
）

　
優
秀
選
手
賞
…
…�

木
村
厚
太（
金
木
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
葛
西
卓
人（
武
田
ク
ラ
ブ
）

◇
中
学
校
の
部

　
優　
勝
…
中
里
中
学
校

　
準
優
勝
…
金
木
中
学
校

　
最
優
秀
選
手
賞
…
三
上
拓
斗（
中
里
中
学
校
）

　
優
秀
選
手
賞
…
…�

中
道
優
磨（
中
里
中
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
今
　
智
輝（
金
木
中
学
校
）

　

宝
富
士
関
が
８
月
㆒柒
日
㈭
﹆
富
野
こ
ど
も

園
を
訪
問
し
﹆
園
児
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
ま
し

た
。
近
く
で
見
る
関
取
に
子
ど
も
た
ち
は
大

興
奮
。
手
の
大
き
さ
を
比
べ
て
み
る
と
﹆
園

児
ら
は
「
わ
ぁ
﹆
大
き
い
‼
」
と
驚
い
て
い

ま
し
た
。
次
に
相
撲
を
し
ま
し
た
。「
は
っ

け
よ
い
﹆
の
こ
っ
た
‼
」
の
掛
け
声
で
﹆
大

き
な
関
取
に
向
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。
最
後

に
折
り
紙
で
作
っ
た
メ
ダ
ル
を
園
児
に
首
か

ら
か
け
て
も
ら
う
と
﹆
宝
富
士
関
は
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り

ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

宝
富
士
関
と
遊
ん
だ
園
児
た
ち
は
「
大
き

く
て
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。
相
撲
が
面
白
か
っ

た
の
で
﹆
ま
た
遊
び
に
来
て
ほ
し
い
」
と
楽

し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　グリーンツーリズムかけはしが、子どもたちに収穫の喜びを体
験してもらおうと、８月４日㈮、かけはしで管理する畑で芋掘り
が行われました。芋掘り体験に参加したのは、中里こども園と、
こども園こどまりの園児らで、収穫体験が始まるのを今か今かと
待っていました。畑に並んだ園児たちは、かけはしの会員の掛け

声で一斉にジャガイ
モを掘り始めました。
自分の目の前の茎を
「よいしょ。よいし
ょ」と引き抜くと、
根っこにはジャガイ
モがたくさんできて
いて、園児たちは大
喜びしていました。収穫が終わると、みんなでジャガイ
モを食べました。園児たちは「たくさんジャガイモが獲
れて嬉しかった。おいしかった。お母さんやお父さんと
一緒に食べたい」と笑顔で話していました。

炎
天
に
も
負
け
な
い
選
手
た
ち

第
13
回
中
泊
町
健
や
か
少
年
野
球
大
会

は
っ
け
よ
い
、の
こ
っ
た
！
宝
富
士
関
が
富
野
こ
ど
も
園
訪
問

ジャガイモたくさん獲れたよ こども園が
芋掘り体験
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広 告

青森市にある「ねぶたの家 ワ・ラッセ」で、６月25日に開催さ
れたミスター跳人コンテストでグランプリに東京都の和菓子

職人・成田翼さん（薄市出身）が選ばれました。
　８月３日㈭には、濱舘町長を訪問し、ミスター跳人グランプリを
獲得したことを報告しました。町長は「ねぶた祭への熱い思いが素
晴らしい。２連覇目指して来年もがんばってください」と激励しま
した。成田さんは「去年も出場したが悔しい思いをしたので、今年
グランプリに選ばれて嬉しかったです。関東やほかの地域の人にも
ねぶたやハネトをしっかりPRしていきたい」と話していました。

下前地区の３つの母親クラブが、８月５日㈯すくすくしたま
え館でリターンワールドを開催しました。この催しは、母

親クラブのみなさんが地域の子どもたちに昔の遊びを教えたり、
食事を楽しみながら交流するものです。この日は地元の親子を中
心に約30人が参加し、お魚釣り、だるまさんが転んだ、ハンカチ
落とし、お手玉などを楽しみました。その後、参加者全員でやき
そばやデザートを食べながら、世代間の交流を楽しみました。参
加した子どもたちは「お魚釣りが難しかった。お土産の花火とヨーヨーが嬉しい」と楽しそうに話していました。

中里地域の新しいALT（外国語指導助手）に就任したスドール・
ブライアン先生が、７月27日㈭濱舘町長を訪問しました。

町長は「中泊町に来ていただきありがとうございます。中里地域
の子どもたちが、もっと英語を好きになることを期待しています。
ミドルネームがマイケルということで、当町のイメージキャラク
ターの米ケルと米ケルJr.とも仲良くして欲しい」と話しました。
ブライアン先生は「子どもたちに会うのが楽しみです。英語を楽
しんでもらえるようにがんばりたい」と話していました。

明の星短期大学子ども福祉未来学科の保育専攻課程の学
生３人が、小学校英語指導授業の一環として薄市小学

校の４年生を対象に英語の授業を行いました。
　授業は英語で挨拶をするという内容で、「How are you?」
と聞かれたときの返事の仕方をジェスチャーを交えながら
教えていました。最後に、勉強した英語をインタビュー形
式で使ってみました。始めは緊張していた子どもたちも、
どんどん進んで英語を話していました。

　授業を行った牧野晴子さん、三上奏子さん、粒來美沙さんは「思っていたよりも子どもたちが英語を話せて驚
いた。初めての授業で緊張したが、笑顔と気合いでがんばることができた」と安堵の表情を見せていました。

日赤中泊町分区長を17年に渡って務めた小野俊逸前町長が、その功績
を認められ、金色有功賞を授与されました。

　８月９日㈬には、現中泊町分区長の濱舘町長から楯が手渡されました。
濱舘町長は「分区長として、長年にわたる赤十字事業、本当にお疲れ様で
した」と労いの言葉が送られました。小野前町長は「17年間、地域の皆
様と活動してきたことが認められ、大変嬉しく思う。これからも中泊町だ
けではなく、世界中と助け合うという大きな気持ちでこの活動を続けてい
ってほしいと思う」と話していました。

県中学校体育大会夏季大会が行われ、中里中学校の
生徒が大活躍をしました。７月27日㈭には濱舘町

長を訪れ、大会結果と全国大会へ出場することを報告し
ました。訪問したのは、柔道部からは野上莉来奈さん（3
年）、片山雄心くん（3年）、葛西大悟くん（3年）、佐井川
陽舜くん（3年）、陸上部からは加藤主税くん（3年）。生
徒らは、町長にそれぞれ意気込みや目標を伝え、それを

受けて町長は「目標を高く持って臨んで欲しい。これまでの練習の成果を発揮してきてください」と激励しまし
た。野上さんは「３回目の全国大会。今度こそ日本一を目指します」と話していました。

親子に、もっと本に親しんで図書館を利用してもらいたいと、町図書館
でイベントを企画しました。７月26日㈬には、子どもたちの大切なぬ

いぐるみが、図書館に泊まり、夜の図書館を探検する「ぬいぐるみ図書館お
とまり会」が開催されました。子どもたちは、ぬいぐるみと一緒におはなし
会に参加し、絵本の世界を楽しみました。その後、ぬいぐるみを寝かしつけ、
28日に迎えにくると、ぬいぐるみが探検した様子の写真アルバムが贈られ
ました。子どもたちは、「図書館のお仕事してる‼」と喜んでいました。
　８月１日㈫には、未入所児と保護者を対象に「おひざにだっこのおはなし
会」が開催されました。手遊びや絵本の読みきかせ、子育てに役立つ本の紹
介など、親子で一緒に楽しい時間を過ごしていました。

10
月
２
日
は

固
定
資
産
税�

３
期

国
民
健
康
保
険
税�

３
期

 

の
納
期
限
で
す
。

 

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※�

口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
る
人

の
引
き
落
と
し
日
は
９
月
25

日
㈪
で
す
。
残
高
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※�

町
税
の
納
付
は
便
利
で
安
全

確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い役

場
税
務
課
課
税
係

１
２
１
２
～
１
２
１
４

問内

ミスター跳人グランプリに
成田翼さんが町長を表敬訪問むかしの遊びを楽しむ

すくすく下前館でリターンワールド

英語を楽しんでほしい
新ALTのブライアン先生が町長を訪問

英語で挨拶「How are you?」
明の星短期大学生が英語の授業

永年の功績を讃え
小野前町長が日本赤十字社から金色有功章を受章

全国での活躍誓う
中里中学校生徒が町長を訪問

図書館は、親子で楽しむ夢の世界‼
図書館でお泊まり会やおはなし会

まちの話題 Topicsまちの話題Topics



中泊町役場　☎57－2111
小　泊　支　所　☎64－2111

問合せ先問
電話番号☎

内線番号内
ホームページHP町からのお知らせ

HOT　INFORMATION町からのお知らせ　　HOT INFORMATION
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　下半期の犬の登録と狂犬病予防注射を実施します。

まだ登録及び注射をしていない犬の飼い主は、都合

のよい場所で受けてください。すでに犬の登録をし

ていても、まだ狂犬病予防注射を受けていない場合

は、ハガキで通知します。

○登録料（新規）… １頭につき3,000円（一生に１度限り）

○注射料…１頭につき3,100円（年１回接種）

■日程

　平成29年10月１日は国民健康保険証（以下、保険証）
の一斉更新日です。新しい保険証は９月20日頃、町民
課から世帯主宛に簡易書留で郵送されます。不在の場合
は、郵便受けなどに不在票が配達されます。その案内に
したがい手続きをして、保険証を受け取ってください。
　また９月30日になっても不在票が確認できない場合
や、不在票の手続きで保険証の受け取りができない場合
は役場町民課または小泊支所の窓口へお越しください。
なお古い保険証は10月１日以降にハサミを入れて破棄
するか、役場町民課または小泊支所窓口に返還するよう
お願いします。
※�国保税を滞納している場合、保険証は郵送されません
ので、ご注意ください。

※�出稼ぎなどで現住所に誰もいなくなる場合は、郵便局
で転送の手続きを取ってください。

安心・安全・家計にやさしい
ジェネリック医薬品がおすすめです

　新しい保険証と一緒にジェネリック医薬品希望カード
を配布しています。このカードを医院・薬剤師に提示す
るだけでジェネリックに切り替えることができます。

【ジェネリック医薬品とは】
　後発医薬品ともいい、最
初に開発された薬（先発医
薬品：新薬）の特許が切れ
たあとにつくられた薬の
ことです。開発費が少ない分、新薬より安い価格にする
ことができます。また、効き目や安全性などが新薬と同
等であると厚生労働省に認められているため、安心です。

【ジェネリック医薬品にすると】
　医療費全体の抑制につながり、自己負担が軽減される
場合もあります。（＊すべての薬にジェネリック医薬品が
あるとは限りません。また薬によって価格は異なります。
自己負担があまり変わらない場合もあります。）

＊ 都合により実施場所へ来られない人は、内容によっ

ては出張に応じることも可能です。役場環境整備課

または小泊支所へご連絡ください。

町内に定住を希望する若者世帯を対象に入居者を募集します!
◎募集戸数…１戸
◎所 在 地…中泊町大字宮野沢字浦島27－１（さわやか団地内）
◎構造・間取り…木造平屋建　３ＬＤＫ
◎募集期間…平成29年９月21日㈭～９月27日㈬
◎入居予定日…平成29年10月１日から
１ 入居資格
　・年齢が満35歳以下の者で、現に婚姻し、または結婚しようとする者
　・世帯所得が月額10万円以上の人
　�・町税などを滞納していない人
２ 入居許可期間
　　入居日から最高10年。ただし満40歳の誕生日前日まで入居可能
３ 家　賃
　　月額　14,100円～37,600円（所得に応じる）
４ その他
　　�申し込み多数の場合は、抽選により入居者を決定します。
　　入居申込資格および申込手続きの詳細については、問合せ先まで。

　中央公民館では次の日程でわら細工講
座を行います。今年は、わらを使ってし
め縄飾りづくりに挑戦します。簡単にで
きますので、ぜひご参加ください。
日時…10月15日㈰　午前９時30分～
場所…中央公民館２階研修室
参加料…300円
募 集人員…10人程度（ただし３人に満た
ない場合は中止となる場合があります）

持参物…剪定ばさみ、ヤッケなど
そ の他…わらが服につくので汚れても良
い恰好でお越しください。

　「住み慣れた地域でいつまでも元気に暮らしたい!」。そのために
は介護が必要な状態にならないよう、一人ひとりが生き生きとした
生活を続けること、そしてご近所同士で支え合える地域づくりが大
切です。体操をして身体も心も元気になる!「通いの場」。地域や
団体、グループでそんな思いがありましたら、町がお手伝いします。
地域のみなさん、ぜひご参加ください。

出発時刻は次のとおりです。どうぞご利用ください。
　　小泊老人憩いの家 発　　8：40
　　→新町バス停　　　 　　8：45
　　→派立バス停　　　 　　8：50
　　→浜町バス停　　　 　　8：55
　　→小泊漁港前バス停　 　9：00
　　→総合文化センター「パルナス」 着　9：40

　　　下前上バス停 発　　　8：40
　　　→下前漁協前　　 　　8：45
　　　→折戸バス停　　 　　8：55
　　　→総合文化センター「パルナス」 着　9：35

＊�帰りは、午後２時の予定です。詳しくは問合せ先
まで。

月日 地域 実　施　場　所 実 施 時 間

９
月
24
日
㈰

中　

里　

地　

域

町 役 場 前 ８：40～８：50

福 祉 セ ン タ ー 前 ８：55～９：05

宮野沢研修センター前 ９：10～９：20

深 郷 田 深 寿 荘 前 ９：25～９：35

大沢内克雪センター前 ９：40～９：50

豊島農村婦人の家前 ９：55～10：05

武 田 公 民 館 前 10：10～10：20

豊 岡 和 栄 会 館 前 10：25～10：35

田茂木防災センター前 10：40～10：50

尾別老人憩の家前 10：55～11：05

旧グループホームやすらぎの里前 11：10～11：20

元竹田協和分校前 11：25～11：35

若宮保健福祉館前 11：40～11：50

内 潟 公 民 館 前 11：55～12：05

今 泉 泉 寿 荘 前 12：10～12：20

小
泊
地
域

旧小泊保健センター前 13：30～13：40

新町1 久保田敏則宅前 13：45～13：55

上町角田石油店横 14：00～14：10

小 泊 支 所 前 14：15～14：25

下 前 漁 協 前 14：35～14：45

★ご希望の場合は連絡ください　★日程を調整し、説明に伺います

深郷田 下豊岡 富野 小泊
毎週月曜日
深寿荘

毎週木曜日
鶴寿荘

毎週木曜日
武田公民館

毎週火曜日
漁火センター

平成29年度下半期
犬の登録と狂犬病予防注射

国民健康保険証の
一斉更新のお知らせ

問  役場町民課国民健康保険係 内  1316問  役場環境整備課衛生係 内  1915
問  小泊支所 ☎  （64）2111

「若者定住住宅」入居者募集 問  役場環境整備課住宅管理係 内  1913

わら細工（しめ縄飾り）
に挑戦しよう‼

住民主体の「通いの場」
いきいき百歳体操

問中央公民館 ☎  57－2341問中泊町地域包括支援センター ☎  57－3601

活　動　中 ９月18日㈪ 敬老会送迎バス 小泊地域から運行します 問  役場福祉課福祉推進係
内  1512

福 

祉 

バ 

ス

公
民
館
バ
ス

　～地域の仲間と『健康づくり＆介護予防」
の取組みを始めませんか～　
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■7/20入稿 0720_青森県_八戸市中泊町広報誌_相談会_h42w175_1c

生まれ ※訴訟実費別途

昭和16年7月2日～

昭和63年1月27日

50万円～

3,600万円 
成功報酬制
着手金・相談料 無料給

付
金

弁
護
士
費
用

対
象
者

※ご遺族の方
も給付金請求
できます

※病態に応じ
て給付金等の
内容が異なり
ます

型肝炎訴訟
（給付金請求）について

無 料 相 談 会個  

別

を
行
い
ま
す
。

五所川原商工会議所 第一研修室

4Ｆ小会議室(2)

多世代交流室1　弘前市民文化交流館
リンクステーションホール青森（青森市文化会館）

9/23 (土)

9/24 (日)

10/ 1 (日)
個別面談なので、他の方と顔を

合わすことはございません。

完全予約制 ☎

集団予防接種によりB型肝炎ウイルスに持続感染された方へ 一人で悩まずに無料個別相談会をご利用ください

無料電話相談も
同時受付中！ お気軽にお電話下さい。

弁護士 饗庭亨一「あいば こういち」東京弁護士会所属 登録番号35029
□TEL 03-5363-6333

□http://precious-law.jp/
□E-mail:info@precious-law.jp

□FAX 03-5363-6334  

東京都新宿区四谷4-3 福屋ビル6-A  【営業時間】 平日 9：00～18：00

0120-013-621
9:00 18:00～平日

〈ご予約受付時間〉

広 告

　下記の日程で、結核検診が行われます。対象とな
る人には、事前に通知しておりますので、受診票を
お持ちになり、おいでください。
■対象者…�65歳以上で、今年度、肺がん検診を受

けていない人
■料　金…無料

結核検診日程表
・
中
泊
町
役
場　
２
階
大
会
議
室

　
　

㆒₀
時
～
㆒㆒
時
叅₀
分

・
小
泊
支
所

　
　

２
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

　
　

㆒㆕
時
～
㆒⓹
時
叅₀
分

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
﹆

平
成
㆓⓼
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約

⓹₀
万
件
﹆
死
傷
者
数
は
約
⓺㆓
万
人

と
﹆
国
民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の

被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得

る
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部

分
で
あ
り
﹆
被
害
者
に
と
っ
て
も

加
害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果

を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
﹆
す
べ

て
の
車
･
バ
イ
ク
１
台
ご
と
に
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
﹆
加

害
者
の
自
賠
責
任
を
担
保
す
る
こ

と
で
﹆
被
害
者
の
基
本
的
な
賠
償

を
保
障
す
る
制
度
で
あ
り
﹆
被
害

者
の
救
済
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
﹆
よ
り
一
層
自
賠

責
制
度
の
役
割
や
重
要
性
﹆
保
険

金
・
共
済
金
の
支
払
い
の
し
く
み

な
ど
を
十
分
に
理
解
・
認
識
す
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の
運

行
は
法
令
違
反
で
す
‼

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
﹆
万
一

の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
﹆
自
動

車
損
害
賠
償
補
償
法
に
基
づ
き
﹆

原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て

の
自
動
者
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
﹆
自
賠
責
保
険
・
共
済

な
し
で
運
行
す
る
こ
と
は
法
令
違

反
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
‼

　

五
所
川
原
税
務
署
で
は
﹆
事
業

者
を
対
象
と
し
て
﹆
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く

の
事
業
者
に
関
係
の
あ
る
制
度
で

す
の
で
﹆
ぜ
ひ
説
明
会
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
な
お
﹆
会
場
の
都
合

上
﹆
席
に
限
り
が
あ
り
ま
す
こ
と

を
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
日
時
…
㆒₀
月
㆒㆒
日
㈬

■
開
催
場
所

　

公
証
人
は
﹆
国
の
一
機
関
と
し

て
﹆
中
立
・
公
正
な
立
場
で
﹆
地

域
の
皆
様
の
財
産
な
ど
の
権
利
や

生
活
を
守
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

法
律
の
専
門
家
で
あ
る
公
証
人

が
作
成
す
る
公
正
証
書
は
﹆
公
文

書
で
あ
り
﹆
こ
れ
に
よ
っ
て
大
切

な
権
利
を
守
り
﹆
ま
た
﹆
私
的
な

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

公
証
人
の
主
な
業
務
は
﹆
次
の

と
お
り
で
す
。

○ 

契
約
書
を
作
り
﹆
大
切
な
財
産

を
守
り
ま
す
。

○ 

遺
言
書
を
作
り
﹆
大
切
な
人
に

遺
産
を
譲
り
ま
す
。

○ 

養
育
費
の
給
付
契
約
書
を
作
り
﹆

子
ど
も
の
将
来
を
守
り
ま
す
。

○ 

任
意
後
見
契
約
書
を
作
り
﹆
老

後
の
安
心
を
確
保
し
ま
す
。

○ 

会
社
な
ど
を
設
立
す
る
た
め
の
﹆

定
款
を
認
証
し
ま
す
。

　

手
数
料
は
法
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
﹆
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　

公
証
事
務
に
関
す
る
相
談
は
無

料
で
す
。
い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

㆒₀
月
１
日
は
法
の
日
で
す
。
日

常
生
活
で
の
困
り
ご
と
や
法
律
上

の
悩
み
に
司
法
書
士
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
面
談
で
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
﹆
お
気
軽
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

■
日
時
…
㆒₀
月
１
日
㈰

 
 
 

㆒₀
時
～
㆒⓹
時︵
面
談
相
談
︶

■
会
場
…
エ
ル
ム
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

第
３
教
室

■ 

相
談
内
容
…
相
続
・
登
記
・
成

年
後
見
・
多
重
債
務
・
裁
判
所

提
出
書
類
作
成
な
ど

■
受
付
…
当
日
先
着
順

　

な
お
﹆
相
談
は
無
料
で
す
が
具

体
的
な
手
続
が
必
要
に
な
る
場
合

に
は
﹆
別
途
費
用
が
か
か
り
ま
す

の
で
相
談
員
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

青
森
地
方
法
務
局
で
は
﹆
法
務

局
が
所
掌
す
る
登
記
﹆
人
権
な
ど

に
関
す
る
特
設
の
無
料
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
予
約
優
先
制
で
﹆
一
人

に
つ
き
叅₀
分
以
内
で
す
。
事
前
に

電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
…
㆒₀
月
１
日
㈰

　
　
　
　

㆒₀
時
～
㆒⓹
時

■
会
場
…
青
森
地
方
法
務
局

■ 

相
談
内
容
…
土
地
建
物
の
登
記
﹆

相
続
﹆
境
界
﹆
遺
言
﹆
近
隣
と

の
ト
ラ
ブ
ル
﹆
お
年
寄
り
や
子

供
の
い
じ
め
な
ど

■ 

担
当
者
…
法
務
局
職
員
﹆
公
証

人
﹆
弁
護
士
﹆
司
法
書
士
な
ど

　

詳
し
く
は
﹆
問
合
せ
先
ま
で
。

　

平
成
㆓⓽
年
５
月
㆓⓽
日
㈪
か
ら
﹆

全
国
の
登
記
所︵
法
務
局
︶で
﹆
各

種
相
続
手
続
き
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
﹁
法
定
相
続
情
報
証
明

制
度
﹂
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
﹆
法
定
相
続
人
が

誰
で
あ
る
の
か
を
登
記
官
が
証
明

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
で
﹆
各
種
相
続
手
続

で
戸
籍
謄
本
の
束
を
何
度
も
出
し

直
す
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
先
が
複
数
あ
る
場
合
﹆

手
続
が
同
時
に
進
め
ら
れ
る
な
ど
﹆

と
て
も
便
利
な
制
度
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
﹆
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

発
行
に
必
要
な
書
類
な
ど
﹆
詳

し
く
は
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
﹆
問
合
せ
先
ま
で
。

　

当
事
務
所
で
は
﹆
多
重
債
務
相

談
窓
口
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

借
金
な
ど
で
お
困
り
の
人
は
﹆

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
秘
密
厳
守
・
無
料
で
す
。

■
場
所
…
青
森
市
新
町
２－

４－

㆓⓹

　

 

青
森
合
同
庁
舎
３
階　

青
森
財

務
事
務
所

■ 

受
付
…
月
～
金︵
祝
日
・
年
末

年
始
除
く
︶８
時
叅₀
分
～
㆒㆓
時
﹆

㆒叅
時
～
㆒⓺
時
叅₀
分

月日 時　間 場　所 対象地区

９
月
㆒⓽
日 

㈫

９：00～９：20 田茂木防災センター前 芦野・田茂木
長泥

９：30～９：50 武田公民館前 富野・豊島
上豊岡

10：00～10：20 鶴寿荘前 下豊岡・福浦

10：30～10：50 大沢内集会所前 大沢内・二タ見

11：00～11：20 中泊町役場前 派立上中下
向町上下・五林
宮川・宮野沢
深郷田上下
八幡・竹田11：30～11：50 中里保健センター前

13：10～13：30 尾別老人憩いの家前 尾別・上高根

13：40～14：00 内潟公民館前 若宮・下高根
薄市上・薄市下

14：10～14：20 泉寿荘前 今泉上・今泉下

９
月
㆓₀
日 

㈬

９：00～９：20 下前（田中理容店前） 下前上

９：30～９：50 すくすくしたまえ館 下前中・下前浜

10：00～10：10 折戸バス停前 折戸

10：20～10：40 漁火センター前 浜町・入船

10：50～11：10 派立十文字前 派立・上町

11：20～11：50 高齢者福祉センター前 花丘町・温泉町

12：00～12：20 旧小泊保健センター前 新町１・新町２
若葉町

訂 正 と お 詫 び

　広報なかどまり８月号15ページの
広告の日時が間違っておりました。
　正しくは下の広告のとおりです。関
係者のみなさまに大変ご迷惑をおかけ
しました。お詫びし、訂正させていた
だきます。

結核検診（巡回）のお知らせ
問  役場町民課保健衛生係 内  1413
問  小泊支所保健指導担当 ☎  64－2111

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

の
説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ

︵
34
︶３
１
３
６

☎
五
所
川
原
税
務
署
法
人
課
税
部
門

問

自
賠
責
保
険
・
自
賠
責

共
済
の
ご
案
内

０
１
７︵
７
３
９
︶１
５
０
２

☎
東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局

問

10
月
１
日
〜
７
日
は

「
公
証
週
間
」
で
す
！

０
１
７︵
７
７
６
︶８
２
７
３

☎
青
森
公
証
人
合
同
役
場

問

「
司
法
書
士
無
料
法
律
相

談
会
」
の
お
知
ら
せ

青
森
県
司
法
書
士
会

問
０
１
７︵
７
７
６
︶８
３
９
８

☎

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所
の
お
知
ら
せ

青
森
地
方
法
務
局

問
０
１
７︵
７
７
６
︶６
２
３
１

☎

法
定
相
続
情
報
証
明
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
！

青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局

問︵
34
︶２
３
３
０

☎

多
重
債
務
相
談
窓
口
の
案
内

東
北
財
務
局
青
森
財
務
事
務
所

問
０
１
７︵
７
７
４
︶６
４
８
８

☎
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ペット同乗ペット同乗ペット同乗ペット同乗OKOKOKOK！！！！
※※※※ケージをご持参下さい。ケージをご持参下さい。ケージをご持参下さい。ケージをご持参下さい。

秀峰岩木山の紅葉と日本海津･軽平野を望み秀峰岩木山の紅葉と日本海津･軽平野を望み秀峰岩木山の紅葉と日本海津･軽平野を望み秀峰岩木山の紅葉と日本海津･軽平野を望み ゴンドラ貸切キャビンで空中さんぽ。ゴンドラ貸切キャビンで空中さんぽ。ゴンドラ貸切キャビンで空中さんぽ。ゴンドラ貸切キャビンで空中さんぽ。

ゴンドラ往復料金ゴンドラ往復料金ゴンドラ往復料金ゴンドラ往復料金
おとなおとなおとなおとな:1,700:1,700:1,700:1,700円円円円((((税込税込税込税込)))) こどもこどもこどもこども:850:850:850:850円円円円((((税込税込税込税込))))

((((こどもは小学生以下となります。こどもは小学生以下となります。こどもは小学生以下となります。こどもは小学生以下となります。))))

お得なセット料金お得なセット料金お得なセット料金お得なセット料金 ゴンドラ往復＋ホテルランチ＋温泉ゴンドラ往復＋ホテルランチ＋温泉ゴンドラ往復＋ホテルランチ＋温泉ゴンドラ往復＋ホテルランチ＋温泉

『『『『土休日はランチバイキング開催土休日はランチバイキング開催土休日はランチバイキング開催土休日はランチバイキング開催!!!!』』』』営業期間営業期間営業期間営業期間::::
営業時間営業時間営業時間営業時間::::8888時時時時30303030分分分分～～～～15151515時時時時30303030分分分分

★ゴンドラ往復割引券は、役場にございます。★ゴンドラ往復割引券は、役場にございます。★ゴンドラ往復割引券は、役場にございます。★ゴンドラ往復割引券は、役場にございます。

⻘森スプリング・スキーリゾート 〒038-2793 ⻘森県⻄津軽郡鰺ヶ沢町鯵ヶ沢⾼原
Tel.0173-72-1011 fax.0173-72-1911 www.rockwoodhotel.com

※※※※平日はホテルランチメニューをご用意平日はホテルランチメニューをご用意平日はホテルランチメニューをご用意平日はホテルランチメニューをご用意
いたしております。いたしております。いたしております。いたしております。((((和洋折衷弁当等和洋折衷弁当等和洋折衷弁当等和洋折衷弁当等))))

⻘森スプリング 検索

2012012012018888WinterWinterWinterWinter スプリングメンバー割引開始スプリングメンバー割引開始スプリングメンバー割引開始スプリングメンバー割引開始!!!!!!!!
※内容･料金等、詳しくはシーズン券ちらしをご覧いただくか下記へお問合せください。
早早早早割販売期間割販売期間割販売期間割販売期間

1111日券日券日券日券8888枚綴り枚綴り枚綴り枚綴り¥¥¥¥ ((((税込税込税込税込)))) 限定限定限定限定 セットセットセットセット2012012012018888WinterWinterWinterWinter

1111日券日券日券日券8888枚綴り枚綴り枚綴り枚綴り¥¥¥¥ ((((税込税込税込税込)))) 限定限定限定限定 セットセットセットセット

秋割販売期間秋割販売期間秋割販売期間秋割販売期間
通常販売期間通常販売期間通常販売期間通常販売期間

おとなおとなおとなおとな::::通常通常通常通常4444,,,,500500500500円円円円→→→→3333,,,,000000000000円円円円((((税込税込税込税込))))こどもこどもこどもこども::::通常通常通常通常2222,,,,550550550550円円円円→→→→1111,,,,800800800800円円円円((((税込税込税込税込))))

秀峰岩木山の紅葉と日本海・津軽平野を望み、ゴンドラ貸切キャビンで空中さんぽ。

　

自
動
車
は
﹆
私
た
ち
の
生
活
に

非
常
に
大
き
な
か
か
わ
り
を
も
ち
﹆

今
や
必
要
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
﹆
自
動
車

の
故
障
・
不
具
合
に
よ
る
事
故
や
﹆

排
気
ガ
ス
に
よ
る
地
球
温
暖
化
問

題
や
大
気
汚
染
に
よ
る
健
康
被
害

な
ど
へ
の
対
応
が
重
要
と
な
っ
て

お
り
﹆
そ
れ
ら
に
対
し
て
自
動
車

ユ
ー
ザ
ー
が
行
う
対
策
と
し
て
定

期
点
検
整
備
の
実
施
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
﹆
定
期
点
検
整
備
の
実

施
率
は
決
し
て
高
い
と
は
言
え
な

い
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
﹆
国
土
交
通
省
で
は
﹆
自
動

車
の
保
守
管
理
の
徹
底
を
推
進
す

る
た
め
﹆
年
間
を
通
じ
て
推
進
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
﹆
今
年

も
９
月
１
日
か
ら
㆒₀
月
叅㆒
日
ま
で

の
２
カ
月
間
を
強
化
月
間
と
し
て
﹆

街
頭
で
啓
蒙
活
動
を
行
う
な
ど
﹆

強
力
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
﹆
こ
の
機
会
に
自

動
車
を
安
心
・
安
全
に
使
用
す
る

た
め
﹆
ま
た
地
球
環
境
を
守
る
た

め
﹆
自
動
車
の
点
検
整
備
に
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

平
成
叅₀
年
４
月
入
校
生
の
一
般

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
募
集
科
名
お
よ
び
定
員

・
自
動
車
シ
ス
テ
ム
工
学
科

　
　

㆓₀
人

・
建
築
シ
ス
テ
ム
工
学
科　

㆓₀
人

　
︵
訓
練
期
間
２
年
︶

■
応
募
資
格

　

 

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

卒
業
者︵
平
成
叅₀
年
３
月
卒
業

見
込
み
の
者
を
含
む
︶

　

 

ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
者

■
願
書
受
付
期
間

　

㆒₀
月
２
日
㈪
～
㆒㆒
月
㆒柒
日
㈮

■
試
験
日
…
㆒㆓
月
１
日
㈮

　

詳
し
く
は
問
合
せ
先
ま
で
。

　いぃなかどまり会では、次のとおり婚活イベント
「BBQ婚�in�なかどまり」を開催します。
　BBQやスポーツ、おしゃべりで楽しく、自然に「自
分らしさ」をアピール！
　気軽に自分らしく参加できるイベントです。ぜひ、
ご参加ください。
■日　　時…９月23日㈯ 12時～17時
■募集人数…男女各10人
■参 加 費…男性4,000円、女性2,000円
■参加条件…�男女ともに40歳までの

独身の人
■送迎場所…中泊～五所川原各所
　　　　　　（お問合せください）
　詳しくは、問合せ先か、QRコー
ドを読み込んでください。

　平成30年４月１日から障害者の法定雇用率
が引き上げになります。

※�対象となる事業主の範囲が、従業員45.5人
以上に広がります。

※�平成33年４月までには、さらに0.1％引き上
げとなります。

○
寄
付
金
額
１
万
円

︿
新
潟
県
新
潟
市
﹀

　

内 

田　
守 

昭 

様

︿
埼
玉
県
川
口
市
﹀

　

大
八
木 

伸 

浩 

様

︿
千
葉
県
木
更
津
市
﹀

　

佐
々
木 

純 

男 

様

︿
沖
縄
県
那
覇
市
﹀

　

田 

川　
貴 

章 

様

︿
東
京
都
江
東
区
﹀

　

岩 

下　
祥 

子 

様

︿
東
京
都
港
区
﹀

　

湯 

浅　
成 

彦 

様

︿
千
葉
県
千
葉
市
﹀

　

三 

枝　
儀 

博 

様

︿
兵
庫
県
芦
屋
市
﹀

　

大 

森　
孝 

平 

様

︿
東
京
都
中
央
区
﹀

　

志 

水　
経 

司 

様

︿
神
奈
川
県
大
和
市
﹀

　

大 

谷 

準
一
郎 

様

︿
大
阪
府
堺
市
堺
区
﹀

　

村 

田 

菜
穂
子 

様

︿
大
分
県
中
津
市
﹀

　

居 

倉　
潤 

司 

様

︿
東
京
都
足
立
区
﹀

　

広 

橋　
隆 

信 

様

︿
北
海
道
札
幌
市
﹀

　

坪 

田　
芳 

明 

様

︿
兵
庫
県
西
宮
市
﹀

　

植 

田　

 　
毅 

様

︿
静
岡
県
浜
松
市
﹀

　

山 

田　
美 

月 

様

︿
東
京
都
練
馬
区
﹀

　

稲 

垣　
由 

美 

様

︿
東
京
都
中
央
区
﹀

　

池 

上　
慶 

太 

様

︿
埼
玉
県
深
谷
市
﹀

　

冨 

岡　
昌 

哉 

様

︿
東
京
都
港
区
﹀

　

佐 

藤　
雅 

彦 

様

︿
滋
賀
県
甲
賀
市
﹀

　

山 

本 

小
百
合 

様

︿
宮
崎
県
都
城
市
﹀

　

前 

田　
宏 

志 

様

︿
千
葉
県
市
川
市
﹀

　

澁 

谷　
英 

明 

様

︿
東
京
都
練
馬
区
﹀

　

松 

江　
伸 

夫 

様

︿
東
京
都
八
王
子
市
﹀

　

常 

松　
ゆ 

み 

様

︿
兵
庫
県
神
戸
市
﹀

　

大 

西　
啓 

介 

様

︿
群
馬
県
伊
勢
崎
市
﹀

　

新 

井　
英 

子 

様

︿
神
奈
川
県
横
浜
市
﹀

　

柳　

 　
晋 

治 

様

︿
大
阪
府
堺
市
﹀

　

宮 

﨑　
智 

之 

様

︿
千
葉
県
千
葉
市
﹀

　

寺 

田　
誠 

司 

様

︿
東
京
都
杉
並
区
﹀

　

池 

田　
佳 

史 

様

︿
千
葉
県
船
橋
市
﹀

　

石 

原　
基 

成 

様

︿
青
森
県
弘
前
市
﹀

　

鈴 

木　
治 

子 

様

︿
福
岡
県
北
九
州
市
﹀

　

野 

澤　
史 

枝 

様

︿
千
葉
県
千
葉
市
﹀

　

ア
プ
リ
ン 

イ
ア
ン
様

︿
千
葉
県
我
孫
子
市
﹀

　

南　

 　
哲 

行 

様

︿
兵
庫
県
神
戸
市
﹀

　

竹 

内　
理 

沙 

様

︿
神
奈
川
県
相
模
原
市
﹀

　

中 

村　
友 

香 

様

○
寄
付
金
額
２
万
円

︿
東
京
都
目
黒
区
﹀

　

山 

本　
洋 

一 

様

○
寄
付
金
額
３
万
円

︿
兵
庫
県
神
戸
市
﹀

　

小 

林　
弘 

和 

様

︿
千
葉
県
八
千
代
市
﹀

　

佐 

竹　
竜 

哉 

様

︿
埼
玉
県
川
口
市
﹀

　

辻 　
　
泰 

喜 

様

︿
東
京
都
北
区
﹀

　

石 

井 

健
二
朗 

様

︿
東
京
都
文
京
区
﹀

　

鈴 

木 

め
ぐ
み 

様

○
寄
付
金
額
５
万
円

︿
東
京
都
品
川
区
﹀

　
ハ
ゲ
ッ
ト 

ト
ー
マ
ス
様

︿
兵
庫
県
芦
屋
市
﹀

　

今 

田　
葉 

子 

様

︿
北
海
道
千
歳
市
﹀

　

神 

出　
　

 

学 

様

︿
大
阪
府
堺
市
﹀

　

山 

口　
眞 

司 

様

︿
神
奈
川
県
横
浜
市
﹀

　

小 

島　
　

 

弘 

様

○
寄
付
金
額
10
万
円

︿
京
都
府
京
都
市
﹀

　

石 

田　

 　
愛 

様

︿
東
京
都
品
川
区
﹀

　

小 

倉　
俊 

悦 

様

事業主区分
法定雇用率

現 行 平成30年
４月１日以降

民間企業 2.0% 2.2%
国、地方公共団体 2.3% 2.5%
都道府県などの
教育委員会 2.2% 2.4%

私
は
秋
田
県
の
出
身
で
す
。

生
地
は
町
村
合
併
で
名
前
を

変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
東
北
を
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
度
か
訪
れ
た
事
が
あ
り
ま

す
。

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
せ
て
頂

く
と
、
大
変
親
近
感
が
わ
き
、

い
つ
か
は
行
っ
て
み
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

中
泊
の
地
域
活
性
を
応
援
し

ま
す
。

退
職
し
た
ら
訪
ね
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

青
森
市
出
身
で
す
。
風
光
明

媚
な
中
泊
は
、
と
て
も
素
敵

な
所
だ
と
思
い
ま
す
。

青
森
を
旅
行
し
て
、
お
い
し

い
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
魅
力
あ
る
地

方
で
い
て
く
だ
さ
い
。

微
力
な
が
ら
、
何
か
の
お
役

に
立
て
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　９月は船員労働安全衛生月間です。この月間は、海上における船員
労働安全衛生思想の普及、船舶所有者および船員による自主的な安全
衛生活動、訪船指導により、船員労働災害の防止を図ることを目的と
して、毎年実施されています。
　６つの重要事項

　船舶所有者・船員のみなさんも各船で「安全衛生デー」を設け、船
内の安全衛生設備の点検を行うとともに、乗組員全員で安全衛生につ
いて話し合うなど労働災害、疾病の撲滅に積極的に取り組みましょう。

「
自
動
車
点
検
整
備
推
進

運
動
」
実
施
中
！

０
２
２︵
２
９
９
︶８
８
５
５

☎
東
北
運
輸
局
自
動
車
技
術
安
全
部

問

入
校
生
募
集

弘
前
高
等
技
術
専
門
校

問
０
１
７
２︵
32
︶６
８
０
５

☎

第61回 船員労働安全衛生月間
のお知らせ

BBQ婚 in なかどまり 障害者法定雇用率
引き上げのお知らせ

問  国土交通省東北運輸局青森運輸支局 ☎  017－739－8112

問  いぃなかどまり会 古川 ☎  090－4314－5615

問  ハローワーク五所川原 ☎  34－3171

→
→

→

① 作業時を中心と
した死傷災害防
止対策

④ 高年齢船員の死
傷災害および疾
病防止対策

② 海中転落・海難
による死亡災害
防止対策

⑤ 生活習慣病など
の疾病防止対策

③ 漁船における死
傷災害防止対策

⑥ その他の安全衛
生対策

ふるさと納税 ありがとうございました
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火事・救急・救助は119番／五消本部病院照会 ☎34－4999／災害情報テレホン ☎34－2323／中里消防署 ☎57－2370／小泊消防署 ☎64－2375

１
１
９ 

－

消
防
＆
救
急

－

なんでも行政相談
日　時…９月27日㈬ 午前９時～正午
場　所…役場相談室２
行政相談委員…秋 元 武 弘、藪田由比子
※ 行政相談は、住民から寄せられた苦情や意見・

要望を、住民と関係行政機関との間に立って、
公正・中立な立場から必要なあっせんを行い、
その解決や実現の促進を図ります。

図書館情報

　町社会福祉協議会

中 里 地 域 小 泊 地 域

９月㆓₀日　古　川　節　子

　　　　　塚　本　初　子

９月㆓₀日　長　内　ヱツ子

　　　　　宮　越　優　子

相談場所　役場相談室２　　　
相談時間　午前９時～正午　　

相談場所 日本海漁火センター
相談時間 午前９時～正午　　

○ テーマ
　　「こんな本もあったんだ！
　　　　　　　～図書館員オススメの本～」
　�図書館にある本の中から、さまざまなタイプの図書を
ピックアップして紹介コメントをつけました。

『男子劣化社会』 高月　園子　晶 文 社

『はっけん！ NIPPON』
 グループ コロンブス　PHP研究所

『ネメシスの使者』 中山　七里　文藝春秋

『パドルの子』 虻川　　枕　ポプラ社

『子育てを元気にすることば』
 大豆生田 啓友　エルデイ研究所

　

夏
の
企
画
展
開
幕
を
記
念
し
て
﹆

佐
々
木
高
雄
氏︵
ア
ー
ト
コ
ア
あ
お

も
り
理
事
長
︶に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
㆓₀
人

余
り
の
参
加
者
は
﹆
現
代
ア
ー
ト
に

強
い
影
響
を
与
え
た
ア
フ
リ
カ
の
布

の
特
徴
な
ど
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
ま
た
﹆
ワ
ー
ク
・
シ
ョ
ッ
プ
も

併
催
さ
れ
﹆
子
ど
も
た
ち
が
ア
フ
リ

カ
柄
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
ン
カ
チ
づ
く

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

◆﹁
今
泉
分
館
﹂
一
般
公
開
‼

　

お
盆
中
﹆
恒
例
の
一
日
限
り
の
一

般
公
開
を
実
施
し
ま
し
た
。
帰
省
客

を
中
心
に
大
勢
の
人
が
訪
れ
﹆
一
様

に
収
蔵
資
料
の
多
さ
に
驚
き
の
声
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。

◆
博
物
館
実
習
お
つ
か
れ
さ
ま
‼

　

こ
の
ほ
ど
﹆

学
芸
員
養
成

に
係
る
博
物

館
実
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
実

習
生
は
﹆
弘

前
学
院
大
学

大
沢
天
麗
さ
ん
・
奈
良
章
史
さ
ん
・

工
藤
訓
子
さ
ん
﹆
東
京
農
業
大
学
木

村
芽
以
さ
ん
の
４
人
。
日
常
的
な
博

物
館
業
務
か
ら
﹆
子
ど
も
教
室
・
企

画
展
の
立
案
ま
で
﹆
９
日
間
に
わ
た

る
実
習
を
こ
な
し
ま
し
た
。

　

実
習
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
来
館

者
・
参
加
者
の
皆
様
に
﹆
こ
の
場
を

借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

７
月
～
㆒₀
月
に
か
け
て
﹆
ハ
チ

が
活
発
に
活
動
す
る
時
期
で
す
。

ハ
チ
の
巣
を
見
か
け
た
ら
﹆
不
用

意
に
近
づ
い
た
り
﹆
い
た
ず
ら
な

ど
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

　

ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
と
き
の
応
急

処
置
を
﹆
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

☆
局
所
症
状
︻
軽
い
症
状
︼

　

刺
さ
れ
た
箇
所
が
﹆
強
く
痛
む
﹆

赤
く
な
る
﹆
腫
れ
て
く
る
。

○
応
急
処
置

　

ハ
チ
の
毒
針
が
皮
膚
に
刺
さ
っ

た
ま
ま
の
場
合
﹆
ピ
ン
セ
ッ
ト
な

ど
で
抜
い
た
後
﹆
刺
さ
れ
た
箇
所

を
流
水
に
つ
け
て
毒
を
絞
り
だ
し
﹆

抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
軟
膏︵
ム
ヒ
な
ど
︶

を
塗
り
﹆
氷
や
保
冷
剤
で
冷
や
し

て
く
だ
さ
い
。

　

局
所
症
状
で
あ
っ
て
も
医
療
機

関
を
受
診
す
る
こ
と
を
﹆
お
勧
め

し
ま
す
。

☆
全
身
症
状
︻
重
い
症
状
︼

　

局
所
症
状
の
他
に
頭
痛
﹆
め
ま

い
﹆
嘔
吐
﹆
呼
吸
が
苦
し
い
な
ど

の
症
状
が
出
た
場
合
は
﹆
ハ
チ
に

よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
﹆
一
刻

も
早
く
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

　

秋
の
キ
ノ
コ
採
り
シ
ー
ズ
ン
が

そ
ろ
そ
ろ
近
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

入
山
す
る
際
は
﹆
次
の
こ
と
に
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

・ 

家
族
に
行
き
先
と
帰
宅
時
間
を

知
ら
せ
る
。

・
な
る
べ
く
一
人
で
入
山
し
な
い
。

・ 

緊
急
連
絡
用
に
携
帯
電
話
を
持

参
す
る
。

・ 

服
装
は
明
る
め
で
遠
く
か
ら
で

も
見
や
す
い
色
に
す
る
。

・ 

万
が
一
迷
っ
た
ら
歩
き
回
ら
な

い
。︵
日
没
後
の
行
動
は
危
険
︶

法人県民税・法人事業税・地方法人特別税
の申告には電子申告が便利

　青森県では、インターネットによる法人県民税・
法人事業税・地方法人特別税の電子申告受付を行
っています。
　電子申告には次のようなメリットがありますの
で、ご利用ください。

①�オフィスや自宅のパソコンから申告できるので
窓口に出向く必要がありません。
②�複数の地方公共団体へ申告がまとめて一度にで
きます。

◆ 

夏
の
企
画
展
﹁
ア
フ
リ
カ
へ
の
ま

な
ざ
し
Vol.2

－

布
が
奏
で
る
大
地
の

　
物
語

－

﹂
‼

日
時
…
９
月
㆓㆕
日
㈰
ま
で　

午
前
９

時
～
午
後
４
時
㆕⓹
分︵
最
終
入
館
午

後
４
時
㆒⓹
分
︶／
休
館
日
…
毎
週
月

曜
・
第
４
木
曜
･
祝
日
／
入
館
料
…

通
常
料
金︵
一
般
㆓₀₀
円
﹆
高
校
・
学
生

㆒₀₀
円
﹆
小
・
中
学
生
⓹₀
円
︶

　

ず
っ
と
放
置
し
て
い
た
相
続
登

記
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
か
ら

不
安
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

相
続
・
成
年
後
見
・
借
金
問
題

な
ど
に
﹆
司
法
書
士
が
次
の
場
所

で
﹆
無
料
で
面
談
で
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

■
日
時
…
㆒₀
月
㆓㆒
日
㈯

　
　
　
　

㆒₀
時
～
㆒⓹
時

■
場
所
…
浪
岡
中
央
公
民
館

■ 

相
談
内
容
…
登
記
相
談︵
相

続
・
贈
与
な
ど
︶﹆
法
律
相
談

︵
多
重
債
務
・
成
年
後
見
・
消

費
者
問
題
な
ど
︶

■
相
談
員
…
司
法
書
士
５
人
程
度

　

相
談
は
無
料
で
す
が
﹆
具
体
的

な
手
続
き
が
必
要
な
場
合
は
﹆
別

途
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
﹆
労
働
者
と
事

業
主
と
の
間
に
生
じ
た
労
働
問
題

︵
解
雇
・
賃
金
引
き
下
げ
・
長
時
間

労
働
・
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
︶の
相
談

に
応
じ
ま
す
。﹁
あ
っ
せ
ん
﹂
の

一
環
と
し
て
毎
月
第
１
火
曜
日
に

労
働
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

㆒₀
月
は
日
曜
日
に
も
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
﹆
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
日
時
…
㆒₀
月
８
日
㈰

　
　
　
　

㆒叅
時
叅₀
分
～
㆒⓺
時

　

場
所
…
青
森
市
ア
ス
パ
ム

②
日
時
…
㆒₀
月
㆓⓽
日
㈰

　
　
　
　

㆒叅
時
叅₀
分
～
㆒⓹
時
叅₀
分

　

場
所
…
青
森
市
ア
ス
パ
ム

③
日
時
…
㆒㆒
月
７
日
㈫

　
　
　
　

㆒叅
時
叅₀
分
～
㆒⓹
時
叅₀
分

　

場
所
…
青
森
県
労
働
委
員
会

　
︵
県
庁
向
か
い
み
ど
り
や
ビ
ル
︶

④
日
時
…
㆒㆓
月
㆒㆓
日
㈫

　
　
　
　

㆒叅
時
叅₀
分
～
㆒⓹
時
叅₀
分

　

場
所
…
青
森
県
労
働
委
員
会

　

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？　

嫌
が
ら
せ
﹆

差
別
﹆
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど

の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

■ 

受
付
…
月
～
金
曜
日︵
※
祝
日
﹆

㆒㆓
／
㆓⓽
～
１
／
３
を
除
く)

■
時
間
…
９
時
～
㆒柒
時

■ 

相
談
無
料
・
匿
名
可
・
秘
密
厳
守

　

本
相
談
事
業
は
﹆︵
公
財
︶人
権

教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
﹆
厚

生
労
働
省
の
生
活
相
談
充
実
事
業

に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

今月のMiniコレクション

新 刊 情 報  [ 一 般 ]

VOL.72

︻
☎
69－

１
１
１
１
︼

ハ
チ
に
注
意
！

西北地域県民局県税部
からのお知らせ

問  西北地域県民局県税部課税課 ☎  34－2111

ワーク・ショップ ギャラリー・トーク

山
岳
遭
難
防
止

定
例
労
働
相
談
会

（
10
・
11
・
12
月
）の
開
催

青
森
県
労
働
委
員
会
事
務
局

問
０
１
７︵
７
３
４
︶９
８
３
２

☎

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
か
ら
の

相
談
を
お
受
け
し
ま
す

公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

問
０
１
２
０︵
７
７
１
︶２
０
８

☎

巡
回
法
律
相
談
会
・
生

活
困
り
ご
と
無
料
相
談
会

青
森
県
司
法
書
士
会

問
０
１
７︵
７
７
４
︶７
１
５
６

☎
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誰
か
に
話
し
て
み
よ
う

　

悩
み
や
ス
ト
レ
ス
﹆
眠
れ
な
い
…

そ
ん
な
時
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
﹆

誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
思
い
を

打
ち
明
け
て
ホ
ッ
と
し
た
り
﹆
自
分

一
人
で
は
気
づ
か
な
い
問
題
点
を
見

つ
け
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
や
多
重
債
務
な

ど
の
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

　

全
身
の
様
々
な
不
調
や
心
筋
梗
塞
﹆

脳
卒
中
な
ど
の
重
大
な
血
管
障
害
に

つ
な
が
る
血
管
の
老
化︵
動
脈
硬
化
︶。

元
気
な
毎
日
を
送
る
た
め
に
は
﹆
血

管
の
し
な
や
か
さ
を
守
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
な
毎
日

を
送
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
一
緒
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

テ 

ー
マ
…
『
若
さ
の
秘
訣
は
血
管
か

ら
～
も
っ
と
知
っ
て
お
き
た
い
血

管
の
こ
と
』

講
師
…
国
保
こ
ど
ま
り
診
療
所

　
　
　

武
田　

温 

先
生

日
時
…
㆒₀
月
4
日
㈬

　
　
　

午
後
6
時
叅₀
分
～
8
時

会
場
…
役
場
小
会
議
室
１

◎
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

町
で
は
左
記
の
期
間
﹆
移
動
バ
ス

に
よ
る
街
頭
献
血
を
行
い
ま
す
の
で
﹆

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
献
血
実
施
日
…
㆒₀
月
㆒㆒
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　

㆒㆕
時
～
㆒⓺
時

■
会
場
…
小
泊
支
所
前

◎ 

不
妊
症
・
不
育
症
治
療
費
等
助
成

の
お
知
ら
せ

　

少
子
化
対
策
の
推
進
﹆
若
い
世
代

の
出
産
の
希
望
を
か
な
え
る
こ
と
を

目
的
に
﹆
不
妊
治
療
や
検
査
を
受
け

た
人
に
医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
で
﹆
不
妊
症
や
不
育
症
と

診
断
さ
れ
﹆
検
査
や
治
療
を
受
け
て

い
る
人
に
対
し
﹆
治
療
に
要
し
た
費

用
の
一
部
を
町
が
負
担
し
ま
す
。

＊ 

先
月
号
で
は
﹆「
不
妊
症
治
療
費

の
助
成
」
と
掲
載
し
ま
し
た
が
﹆

「
不
育
症
」
の
治
療
な
ど
を
し
て

い
る
人
も
対
象
と
し
ま
す
。
詳
細

は
﹆
役
場
町
民
課
保
健
指
導
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

れ
︶な
ど
﹆
様
々
な
要
因
が
複
雑
に

関
係
し
て
い
ま
す
。
ま
た
自
ら
命
を

絶
っ
た
人
の
多
く
は
﹆
何
ら
か
の
こ

こ
ろ
の
病
気
が
あ
っ
た
と
の
報
告
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
病
気
は
自
殺

へ
と
向
か
う
大
き
な
原
因
と
な
り
ま

す
。
病
気
に
早
期
に
気
づ
き
﹆
適
切

な
治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
﹆
自
殺

の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

❖ 

か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め

に
で
き
る
こ
と

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
﹆
悩
み

を
抱
え
な
が
ら
も
サ
イ
ン
を
発
し
て

い
ま
す
。
身
近
な
人
が
気
づ
い
て
あ

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

W
H
O︵
世
界
保
健
機
関
︶で
は
﹆

世
界
的
な
自
殺
予
防
対
策
の
啓
発
を

目
的
と
し
て
﹆毎
年
9
月
㆒₀
日
を「
世

界
自
殺
予
防
デ
ー
」﹆
ま
た
日
本
で

は
9
月
㆒₀
～
㆒⓺
日
を
「
自
殺
予
防
週

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
自
殺
は
誰

も
が
出
会
う
可
能
性
の
あ
る
問
題
で

す
。
自
殺
を
身
近
な
問
題
と
し
て
考

え
て
み
る
こ
と
が
﹆
大
切
な
命
を
守

る
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

■
自
殺
の
現
状

　

警
視
庁
の
報
告
で
は
﹆
平
成
㆓柒
年

に
自
殺
し
た
人
は
2
万
3
﹆1
5
2

人
。
自
殺
未
遂
者
は
﹆
そ
の
㆒₀
倍
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
㆒₀
年
以

降
﹆
年
間
自
殺
者
数
は
3
万
人
を
超

え
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
﹆

平
成
㆓㆓
年
を
境
に
﹆
自
殺
者
数
は

徐
々
に
減
少
し
﹆
6
年
連
続
で
3
万

人
を
下
回
り
ま
し
た
。
し
か
し
﹆
そ

の
一
方
で
若
年
者
の
自
殺
者
数
は
横

ば
い
状
態
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
全

国
の
小
・
中
・
高
校
生
の
自
殺
は
﹆

㆒₀
年
間
で
約
3
﹆0
0
0
人
。
㆒⓹
～

叅⓽
歳
で
は
﹆
死
因
の
第
1
位︵
5
歳

ご
と
の
年
齢
階
級
別
﹆
自
殺
対
策
白

書
よ
り
︶と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
﹆

重
要
な
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

青
森
県
の
現
状
は
と
い
う
と
﹆
全

国
と
同
様
に
﹆
自
殺
者
数
は
減
少
傾

向
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
が
﹆
平
成
㆓柒

年
の
自
殺
死
亡
率
の
全
国
順
位
は
﹆

㆒㆒
位
。
下
げ
止
ま
り
傾
向
と
な
っ
て

お
り
﹆
自
殺
率
は
全
国
よ
り
高
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

中
泊
町
に
お
い
て
も
﹆
毎
年
数
人

の
自
殺
者
が
あ
り
ま
す
。

■
自
殺
の
背
景

　

自
殺
は
﹆
個
人
の
自
由
な
意
思
や

選
択
の
結
果
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
﹆

実
際
に
は
「
健
康
問
題
」︵
病
気
や
障

害
︶や
「
経
済
・
生
活
問
題
」︵
失
業
・

多
重
債
務
︶﹆「
家
庭
問
題
」︵
介
護
疲

1 日

2 月 10：00～ 運動教室（中央公民館）

3 火

4 水 18：30～ 健診後健康教室（役場）

5 木

6 金

7 土

９：30～

10：00～16：00

10：00～12：00

自分史づくり講座（中央公民館）
漁�火センター、すくすくしたまえ館図
書室開放

漁火センター第２研修室開放

8 日

9 月

10 火

11 水 14：00～16：00 献血（小泊支所）

12 木

13 金 10：00～ 高齢者教室（中央公民館）

14 土 小泊小学校体育館開放

15 日 第７回大沢内ため池ウオーキング

10　月

16 土
10：00～16：00

10：00～16：00

漁火センター図書室開放
すくすくしたまえ館図書室開放

17 日

18 月

19 火

20 水

21 木

22 金

23 土 10：00～16：00 小泊小学校体育館開放

24 日

25 月 10：00～ 運動教室（中央公民館）

26 火

27 水

28 木 乳児健診（中里保健センター）

29 金

30 土

9　月
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︵
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島
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横　
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⓺㆕ 

︵
向
町
上
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角　
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き
く
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⓼㆓ 

︵
下
前
浜
︶

成　
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マ
ツ
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︵
下
前
上
︶

佐　

藤　

正　
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︵
下
前
浜
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女
・
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派
立
上
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︵
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森
市
︶

　

髙　

松　
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︵
田
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木
︶

　

小　
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一　
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︵
薄
市
下
︶

　

斉　

藤　
　
　

葵︵
五
所
川
原
市
︶

　

神　
　
　

悠　

貴 

︵
上
豊
岡
︶

　

八
木
橋　

真　

央 

︵
深
浦
町
︶

　

小　

松　

裕　

司 

︵
大
沢
内
︶

　

倉　

井　

頌　

子 

︵
栃
木
県
︶

　

工　

藤　

聖　

悟 

︵
鶴
田
町
︶

　

成　

田　

咲　

子 

︵
下
前
浜
︶

︵
７
月
届
出
分
︶

か
け
が
え
の
な
い

﹁
い
の
ち
﹂を
大
切
に
！

７月末現在（前月比）

人　口 11,511人（－㆓₀）
　男　 5,399人（－㆒₀）
　女　 6,112人（－㆒₀）
世帯数 5,133（－２）
出生　１  ／  死亡　㆒㆕
転入　㆒⓺  ／  転出　㆓叅

人のうごき

（（（（（

耳を傾けねぎらう
本人の気持ちを尊重し、
責めたり否定したりせず、
じっくりと耳を傾ける

変化に気づく
眠れない、食欲がない、口数が
少ない…家族や仲間のいつもと
違う様子に気づいて声をかける

温かく見守る
話を聴いた後も、

温かく寄り添いながら、
見守る

支援先につなげる
早めに相談口や医療機関な
どの専門家に相談するよう
促す

眠れない、つらい…
・中里保健センター ☎57-3920
・小泊保健センター ☎64-3748
・五所川原保健所 ☎0173-34-2108
・県立精神保健福祉センター ☎017-787-

3957
3958こころの電話

・NPO法人いのちの電話 ☎0172-33-7830
・青森県ひきこもり地域支援センター ☎017-787-3953

子どものこと
・五所川原児童相談所 ☎0120-75-6552
・子どもの人権110番 ☎0120-007-110

多重債務など
・青森県消費生活センター ☎017-722-3343
・青森県司法書会総合相談センター ☎0120-940-230
・法テラス青森 ☎050-3383-5552

DVや離婚、セクハラなど
・青森県女性相談所 ☎017-781-2000

心
の
健
康
相
談
窓
口

健
康
教
室
の
お
知
ら
せ

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

戸
籍
の
窓
口



　バスケットの楽しさを知ってもらおうと、町教育委員会が
８月２日㈬、プロバスケットボールチームである青森ワッツ
の下山大地選手、橋本龍弥選手、菅俊男選手を講師として招
き、「青森ワッツ バスケットボールクリニック in 中里小」
を開催しました。クリニックには、町内の小学生と町外のス
ポーツ少年団ら約80人が参加しました。
　始めに、ウォーミングアップを兼ねて体幹トレーニング、
ボールを使ってのハンドリングや基礎的な練習を行いました。
難しそうにしていた児童らも、選手たちから指導を受けると、
徐々にできるようになっていきました。
　次に、選手と児童でミニゲームを行いました。児童らは不
安そうな顔を見せていましたが、プロの選手が出す技に大興奮。負けじとゴールを狙う姿に、周りからは熱のこもっ
た応援が聞こえました。最後に、児童全員と選手たちでゲームを行うと、子どもたちは笑顔でボールを追いかけ楽し
んでいました。
　参加した子どもたちは「青森ワッツの選手たちは、みんな上手でかっこよかった。楽しかったので、バスケをもっ
とやってみたい」と笑顔で話していました。

　平成29年度に20歳を迎える新成人を祝おうと、８月15日㈫総
合文化センターパルナスで中泊町成人式が開催されました。 
　当日は対象者136人（男64人、女72人）のうち、105人（男51人、
女54人）が参加し、あでやかな着物や夏らしい浴衣姿で、久々に
再会する喜びを分かち合っていました。また、出席した恩師と、
近況を伝え合ったり、成人式の看板の前で写真を撮ったりしてい
ました。
　式典の第１部では、米塚教育長が「生まれ育った場所で出会っ
た『人や環境や体験したこと』が、生涯を生き抜く大きな原動力
になります。中泊町に生まれ、多くの仲間とともに学び育ったこ

とを誇りに思い、皆さん一人
一人が新しい時代を主体的に切り開いてほしい」と式辞を述べました。新成人を
代表して佐藤翔汰さん（下前中）が「恩師、地域の人たち、家族の支えがあったか
らここまで成長することができた。これからは周りの人のことも考え、思いやり、
精神的にも大人になり、社会に貢献していきたい」と誓いの言葉を返しました。 
　第２部では、フリースタイル・フットボールチームの Ball Beat Crew（ボー
ルビートクルー）から記念アトラクションとともに、応援のメッセージが伝えら
れました。ボールを自在に操り、次々と繰り出されるパフォーマンスに、新成人
達からは驚きの声と大きな拍手が沸き起こっていました。

プロの技に大興奮！ 青森ワッツの
バスケクリニック

広
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 u
p! 今月の

イチ押し これまでの感謝を胸に、次の世代へ 中泊町
成人式


